第２２章　衛生
医療施設、病床の概況
　昭和56年末の府下の医療施設総数は10547施設で、前年に比べて136施設の増加である。これを種類別にみると、病院総数は579施設で、そのうち一般病院が477施設（91.9パーセント）で大半を占め、ついで精神病院40施設、結核療養所２施設となっている。なお、人口10万対病院数は6.1､一般病院で5.6、1施設当たりの人口は、病院総数で約１万６千４百人、一般病院で約１万７千９百人である。又、一般診療所総数は6543施設で、前年に比べて23施設の増加、人口10万対一般診療所数は76.6で、１診療所当たり人口は1306人であり、歯科診療所総数は3485施設で前年に比べて98施設の増加、人口10万対歯科診療所数は40.8施設で、１診療所当たり人口は2452である。
　全施設の病床数は10万2695床で、前年に比べて3911床（4.0パーセント）の増加である。人口10万対の病床数は1202床で、全病床数のうち92.0パーセントが病院、8.0パーセントが一般診療所の病床である。又、施設の種類別に病床数をみると、一般診療所の病床を含めたが一般病床が75.0パーセントで最も多く、ついで精神病床が18.7パーセント、結核病床が5.4パーセントの割合を占めている。
医師等の数
　昭和56年末の届出医師総数は１万3807人で前年末に比べて592人（4.5パーセント）の増加となり、医師１人当たりの人口は619人（前年末641人）である。又、人口10万対医師数は161.6となり前年（156.0）と比べ若干上昇した。一方届出歯科医師総数は4753人で人口10万対歯科医師数は55.6で前年の52.1に比べて上昇した。届出薬剤医師数は1万2207人で前年末より259人（2.2パーセント）増加し、人口10万対薬剤師数は142.8 （前年141.0）となった。
死亡の概況
昭和56年中の本府の死亡数は４万4380人、11分51秒に１人亡くなったことになる。人口千対の死亡率は5.3で全国（6.1）でも低い方である。
主要死因別の順位をみると、トップは悪性新生物1万1211人（25.3パーセント）、つぎに脳血管疾患7641人（17.2パーセント）、肺循環疾患及びその他の心疾患4964人（11.2パーセント）、虚血性心疾患2857人（6.4パーセント）、肺炎1891人（4.3パーセント）、慢性肝疾患及び肝硬変1526人（3.4パーセント）、精神病の記載のない老衰1474人（3.3パーセント）、自殺1361人（3.1パーセント）、と続いている。
伝染病患者の概況
昭和56年中の府下における伝染病発生届出総数は8477人でその内訳をみると、法定伝染病191人、指定伝染病該当0人、届出伝染病165人、性病720人、結核7 401人、らい0人となっている。
児童、生徒の体格
　昭和56年度における府下の生徒、児童、幼児の体格について、男女とも13歳を例にとってみると、身長は男子157.5センチメートル、女子154.4センチメートル、体重は男子46.5キログラム、女子46.1キログラムで10年前に比べて、身長は男子で2.6センチメートル、女子で1.6センチメートル、体重は男子2.9キログラム、女子0.6キログラムとそれぞれ伸びている。
公害の概況
　広域化、多様化の方向をたどる環境汚染に対し、本府では大気汚染、水質汚濁、騒音・振動、地盤沈下、土壌汚染、産業廃棄物などの分野ごとに発生源の調査、監視、規制及び公害防止に必要な公共施設の整備、公害防止施設に対する融資、補助さらには被害の救済に至るまで幅広い対策がとられている。なお、昭和56年度の本府及び市町村に寄せられた公害苦情件数は5 614件で、そのうち騒音が全体の39.1パーセントとトップ、つづいて大気汚染26.0パーセントとなっている。
